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部局 ・職名 氏 名 生年月日 出身身地IP. 校 ；溝 極 等 研 党 分 型T
総合人間学部 同（l原 r):l - 昭和 大京 大阪 人人Ill］間学基礎科論謙虚 現代アメリカ演劇と舞台芸術の研究教 授 7. 5. 8 
田口義弘 イシ 東京 京大 国際fl文詩化文化学科論講雌 現分代ドイツ文学研及び恩怨とその関連， 8. 1. 22 野についての究
山本利治




日本語るr文iJf法論，特に文傍造論を中心ペシ 川端善明 日本・社・中国叫文8. 1. 5 化 会論議 とす 究
飛鷹
£〉
愛愛媛媛大 国際欧文米化文雌学化科・社会 ドイツ近代詩の研究。 7. 12. 6 論議
笠原 H告司 ’， 大阪 基礎科報学科科 偏微分方程式に関する研究， 7. 9 12 京大 ’~，·1 学論議雌
越野茂美 イシ 広島 基礎自科然、学構科造基礎論 光物性の研究及ぴ輸送現象の研究イシ 8. 1 18 京大 講~
文教学部 綬 。 兵庫 人識国文語雌学 科安 m 章 京大 －国文学 日本語の史的展開についての研究8. 2. 8 
ク
工藤 亨
。 北海道 人哲雌文学学・科宗教学講 口本倫理思想史における神仏観念の
助 手 7. 7. 8 京大 1ま宇干教的絶対者との比較研究
教育学部 和田修二 ’， 千五E教教育育学人科 教人育間学学，的教研育究人i間学， 特にずどもの教 J受 7. 4. 8 京大 間学講座
西洋教育史
岡田溢美 ’， 長京 野大 教教育育学史科 フマニタスの歴史的研究，特に「イ。 8. 1.6 講座 「ギドリス・ジェントルマン』理想と
イツ的陶冶」像
大学院教法学研究J科受 。 東京 京大 民刑民事事法法専講攻座 債題び権契に総論の金分野法についての研競究及問奥田昌道 7. 9.28 約責す任と不行為責任の合関る研究
1107一
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部局・職名 氏 名 生年月日 出身地出校 講 度 等 研 ¥le 分 聖I’
大学院教法学研究授科 北川善太郎 昭和 京 都大 民民刑事事法法講専座攻 契約制度の研究7. 4. 5 
経済学部 。 京 都大 経経営営学学科講座 西ヨーロッパにおける資本主義的経史教 授 尾崎芳治 8. 2.25 済的及び経営の展開過程に関する歴理論的研究
,. 
京 都大 経市講営場座学・科会計分析
会計デー タの経協済学組的事検論討業をふまえ， 野村秀和 7. 10. 25 た，非営利・ 析同合法 を含む企業の財務諸表分方 の研究
’》 ，〉 京同志都社 経済学科計 経集済と解・析経営の分実析務にと研必要究なデータの収議 師 細川元雄 8. 1. 6 金国融｜努統講座情報 ・大
大学院教理学研究授科 ’， 富京 大山
物理学・宇宙物理 極研端究紫外分光学及び固体の分光学的加藤利三 7. 8. 19 学専III攻子光学講座
ぞシ
大京 大阪
地球球惑星科学専攻 東~俺U三 ・東南アジアのテクトニクスの研イシ 西村 進 7. 9. 7 地テクトニクス講座
4シ
東 京大 地球地惑球星物科質学科専学攻講
岩鉱石学学特に体変成岩球化の研学究， また造質学岩イシ 坂野昇平 8. 3.23 物 園地 ，一般地座 にまたカfるlijf究
村松 繁




今 岡本浩二 分子物学講7. 6. 6 風t 分子生物学的研究
志村令郎
イシ
京山 梨大 生機物科能統学専合攻学講雌 RNAプロセシングに関する研究イシ 7. 10. 27 
理教学部 J受 原田英司 ’， 広烏 附属瀬戸臨海実験 学海産無系脊椎統動物学，特に究甲殻類の生態8. 1. 13 京大 所 的 ・ 分類的研
牧田 責
ぞ〉 神東奈川大 附属花天文文台 太陽商現象の観rnlJ的研究。 8. 3.31 山天台
大学院理学研究科 ’， 京滋 賀大 物理学攻冶・ ・字1出物理助教授 上杉 明 7. 5.25 学専字 物理学講嵯 恒星及び惑星大気に関する研究
加藤哲也
， 





京 都大 生 モニタリング8. 2.26 環曝 保健学，特に益金属の非職業性
薬学部 横山 ｜場
。
高京 知大 製薬放講化射座学性科薬品化学 放射性医薬品に関する研究教 授 7. 5.15 
,. ，シ
和京歌大山 生薬肉のド豆ネ基慈シ原，ア植丁の物子伝に承，関等薬す々にる研究 （佳議 。市 吉田あや 7. 10.23 附属薬用倒物園 皮 ）イン 薬関する研究
工教学部 授 白石成人 ’， 千京 葉大 土橋木工学科学 構頼性造物の耐法風に性並びにその安全性信8. 2. 7 梁工講座 評価 関する研究
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部局・職名 氏 名 生年月日 出身身地出校 語障 在住 等 研
qプb. 分 !f 
東京 住宅観の集成合形態法に関すする研究工学部 内弁昭蔵 昭和 早稲田 建築学科 景形の方に関る研教授 8. 2.20 大 建築意匠学講雌 環境造形に関する研究設計組織に関する研究
Jl 曲荷 涜
。
新京 潟大 建建築築学意科匠学講雌 研建築究意匠及び建築設計方法に関する， 7. 4.28 
今 兵庫 建建築築学環科境学講座
視建究築覚照報明処，建築彼彩環境に関する研究。 池田光男 8. 2. 12 阪大 情 理，色環境に関する研
,. 
京 都大
衛生工学線科 廃棄物す処分及ひ環境リスクの定量化， 井上幕lt軍 放射衛生工学7. 7.31 講座 に関る研究
’， 東 京大
原子核工学専攻学 量子物理学のこ研関究す，特に絞力と絞ペシ 星自奇憲夫 7. 8.20 量子物質工講 子・紋子散乱』 る研究巨昼
ペシ 滋京 質大 屯気複講工学専攻
被合・複雑系適のシステム工学的研究
’， 西川総 ー 8. 3. 18 合俊システム論 システム最化ノfイオインフォーマティクス




イシ 木村磐根 7. 12.25 講送メディア仁 ~ 鍛， レーダによるリモートセ学雌 ンシング，衛星通信方式などの研究
イシ 大阪 情報計算l：学機専工攻学講雌
スーパコンピュータ用コンパイラの




京 都大 専攻 制御理論に音関同色咽する研究，特に段通制， 8. 1. 2 システム基礎論 御及び安定の研究
講座
， 杉田利夫
，ヤ 京静 大岡 物学質皇室エネルギ 化 立体斉選択的有機合成に関する研究，
7. 6. 1 エネルギー 不合成に関する研究
講座
ゐ 京岡 大山 物学専基化質礎エ攻学ネルギ 化
電気化学システム，明特に電池に関連





今 清水剛夫 8. 3. 17 分子エルギー 分子工学機能材料に関する研究工学講座
農学教部 授 荒木幹雄
ぞシ
京 都大 生物比講資較座源!:I経史済疫学学専一攻論 l'J史，農業技術史，関経済史，究農業経7. 12. 4 営史， 地主市IJ史に する研
，〉
京 都大
水産学科 海能洋学 ・湖沼における微生物の分子生,. 石田祐三郎 水産微生物学講8. 1. 8 信任 に関する研究
外村緋一郎
。 京都 食品工学化科 酵素の構造と機能に関する研究’， 8. 2.21 京大 酵素学講座
高橋正三
。
京北海道大 附属農薬研究施設 昆虫の信号物質に関する研究ペシ 7. 5.20 
農学部附属農場 行永 t~二郎
,. 京都 高槻農場 植物生理活性物質の園芸 ・栽培学的教授 7. 4.10 京大 研究
-1109-ー
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部局 ・職 名 氏 名 生年月日 出身身地州校 講 座 等 研
qブbし 分 野
大学院人科間・環 UH和 中国上 人間・環境生学命専境攻 物学単理有問機相の化化互作学学用，液，相分科子学環境反影応響論論，科， 













大京 大阪 放究射部線門応用工学研 ト の熱物ブ含J学有的研究，蒸高レベル放
教 f受 7. 4.20 射 棄 ガラスの発抑制の研
防災研究所教 ゐ 愛京 知大 附属皮浪大観潟 海岸，世佼海堆岸食積のに物変関及遷すびにる地沿関層岸すの過る士程地l主積の質学研学的究砂，f 助 J受 白井 手全 8. 1.31 i皮 iP.U所 現究 的研
究
経済研究所 杉本附七 ペシ 熊京 本大 比較経済研究部門 現理代論世界経済の歴史的位世に関する教 J受 7. 10. 8 的実証的研究
数理教解析研究所授 荒木不二洋 ’， 京 都大 応用解析第二研究 数理物理学，作用素環論に関する砂f7. 7.28 部門 ゲ7ヒし
中西 重量
， 
京 都大 数理物理学研究部 数理物理学，場の量子論に｜却する研4シ 7. 1. 16 門 究
原子炉実験所 岡野事行
名〉
京大 大阪 応用原子核科学研 オンライン同位核体分分光学離装研置による中教 授 8. l. 2 究部門 性子過剰核の 的究
’， 大阪 原子炉安全管理研 原子炉炉内線量測定評価に関する研ぞ〉 佐藤孝司 8. 2.23 大阪工言議 師 大 究部門 究
放総射性同位元素 ’， 京 都大 I究Z薬体， 薬を主物のと代す謝る薬反物応速の代度謝に変及換ぽすの研同合センター 栗原紀夫 8. 2. 16 教 t受 位効果
生態学研究セン ， 
京 都大ター 川猟部 浩哉 7. 5.10 寒帯生態研究部門 群集生態学及び動物社会学の研究教 J受
京都大学医療技術短期大学部教員停年規程により，次の方々（教授2名）が，本年 3月31日付けで退
職される。
部局 ・層住名 氏 名 生年月日 出身身地出校 講 座 等 研 究 分 野
学医療部技術短期大 UH和 愛名古知屋 ヌク晴表レ乳面ア動糖ー物蛋ゼのの自老研の化構究の，造生Hと化V機学j能ウ的イル浅野仁子 スの の研
教授 8. 1. 14 大 究， 研究
三浦昌子
。 京学京都部大学都医: 







月 H 教科 学 剖1 i時 同1
総重mへ「r必一g般」J；＂主＜J」 午i前時 9金i時子30分一回路 11 30 経総合
午I前時 9時 30分一
－理 11 










総育般合・法人間・経・ 氏済文 ・「教一 午l前時 9分1時30分 一. 't".1l" .楽 11 30 
理科 総．－；合亀E人－医［Il・r猿Pl！・系工J 午う後jトl I時一 31侍
2月26U 30 
（月 ）
総J一合文般；人J・間V去 「・文帝圭系t資I ♂3~~子t l I待ー 2I時社会














































































3 月 14 日｜理科｜誓・医－~・て・ I ~I~笠 1 時一 3 時
（木） ｜ ｜皿 ｜山ノJ
教育 ｜午後 1時一 31時
論文ト一一一一一ー ↓ ー 一一－－ _, 
法 ｜午後 1時一 3時
[30分
（注） ＊総合人間学部（後期）の外国語の試験において， ドイツ務．フランス語を選択した者は，聞き取りテス
トを行わないので，午前9時30分一1時30分とする。
[[J!] 
村山朔郎 名誉教授
本学名誉教授村山朔郎先生は，平成7年12
月26日逝去された。享年84。
先生は，昭和10年京都帝国大学工学部土木工学
科を卒業。鉄道省に在職の後，昭和20年京都帝国
大学工学部助教授を経て，同23年教授，同34年同
大学防災研究所教授に就任，地盤災害研究部門を
担当された。昭和50年停年により退官され，京都
大学名誉教授の称号を受けられた。この間，昭和
46年 5月から同48年4月まで防災研究所長とし
て，大学の管理運営に貢献された。
本学退官後は，同50年4月から同59年3月まで
摂南大学教授を務められた。
先生は，土木工学，中でも土質力学に関する研
究において優れた研究業績を残され，その発展に
寄与されるとともに， トンネル工学の分野におい
ても多大の貢献をされた。主な著書に『土の力学
挙動の理論』等がある。
また，土質工学会，大阪土質試験所，防災研究
協会などにおいて，会長，理事長等の要職を歴任
され，これら一連の研究教育活動，学界活動によ
り，昭和46年11月紫綬褒章，同58年11月勲二等旭
日重光章を受けられた。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（防災研究所）
兵頭泰三 名誉教授
本学名誉教授兵頭泰三 先生は，平成7年12
月29日逝去された。享年760
先生は，昭和22年京都帝国大学法学部を卒業
後，近畿大学およひ神戸外国語大学講師，天理大
学助教授を経て，同33年4月に京都大学教育学部
助教授に就任された。昭和46年に教授に昇進さ
れ，教育行政学講座を担任された。昭和58年停年
により退官され，京都大学名誉教授の称号を受け
られた。この間，昭和49年4月から同50年11月ま
で，京都大学教育学部長として，大学の管理運営
に貢献された。
本学退官後は，昭和58年5月から平成2年3月
まで，京都女子大学文学部教授を務められた。
先生は，我が国では数少ない法学部（行政学）
出身の教育行政研究者として，その該博な知識と
行政学の造詣に基づいて 新生の教育行政学の確
立に多大の貢献をされた。先生の研究関心の対象
は主として教育政策の形成に向けられ，わけても
アメリカやイギリスにおける教育政策形成の分析
で顕著な業績を残された。
